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上富良野町子どもの生活実態調査アンケート調査結果の概要 

 
１ 調査の概要 

（１）調査目的 

本調査は、近年、子どもたちの取り巻く環境が大きく変化している中で、子育て家庭の生

活実態や経済状況を把握し、より効果的な子育て支援策を検討することを目的としている。

また、「上富良野町子どもの貧困対策推進計画（仮称）」づくりの基礎資料とするために、平

成 30年９月に実施した。 
 

（２）調査結果 

調査の種類、実施方法及び結果については以下のようになっています。 
 実施方法 配布数 回収数（率） 

①小学５年生子ども 学校を通じた配布・郵送回収 93 74（79.6％） 

②小学５年生保護者 学校を通じた配布・郵送回収 93 73（78.5％） 

③中学２年生子ども 学校を通じた配布・郵送回収 92 77（83.7％） 

④中学２年生保護者 学校を通じた配布・郵送回収 92 77（83.7％） 

⑤高校２年生子ども 郵送による配布・回収 99 25（25.3％） 

⑥高校２年生保護者 郵送による配布・回収 99 25（25.3％） 

 
（３）調査結果の概要 

① 小学５年生子ども 

 
経済的にみた家の暮らしでみられるように、「ふつう」が 48.6％で最も多いものの、「大変

苦しい」が 1.4％、「やや苦しい」が 5.4％など、家計を案じている子どもが少なからずいるこ

とがわかります。中学生２年生では、「やや苦しい」の項目 11.7％であり、小学５年生子ども

の結果と比べると増加しています。 

  
  
  
 
 
 
 
【中学生２年生回答】 

 
 
 
 
 
 
 

問 21 経済的に（お金に関して）は、あなたの家の暮らしは、どれにあたると思いますか。 
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問６ あなたは将来、どこまで進学したいですか。 

高校までが、23％、短大・高等専門学校・専門学校までが 16.2%、大学又はそれ以上が 14.9％、

まだわからないが 45.9%となっています。中学生では、高校までが、29.9％、短大・高等専門

学校・専門学校までが 20.8%、大学又はそれ以上が 18.2％、まだわからないが 28.8%であり、

中学生になると進路が明確になり、高校以上の進学の率は 39%となっています。 
 
 
※【中学生２年生回答】 
 

 
 

【中学生２年生回答】 
 

 
 
 
 
 
 

② 小学５年生保護者 

母親の働き方については、「パート・アルバイト」が 55.6％で最も多く、次いで「正規の

職員・従業員」が 26.4％で、「働いていない」は 4.2％です。 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

働いている母親が多い中、子どもを病院や歯科で受診させなかったことについては、「あっ

た」と回答した割合は 28.8％でした。その理由としては、「仕事で連れて行く時間がなかっ

た」が 52.4％で最も多く、次いで「お金がなかった」が 28.6％でした。 

  

問４ お子さんのお母さんの現在の働き方は次のどれにあてはまりますか。もっとも近いもの１つに
〇をつけてください。 

問 11 過去１年間に、お子さん（きょうだいを含む）を病院や歯科で受診させた方がよいと思っ
たが、実際には受診させなかったことがありますか。 
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家庭の年収については、「500～600 万円」が 19.2％で最も多く、ついで「600～700 万円」

で 12.3％となっています。「50 万円未満」は 2.7％、「200～250 万円」は 1.4％でした。な

お、「非課税世帯」は 6.8％でした。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 27-3 あなたのご家庭は、住民税非課税世帯ですか。 

 
 
 
 

 

 貯金については、「貯金はない」は 16.4％で、住宅や自動車のローンを抱えている割合も多

くなっています。 

問 28 現在の貯金額はどのくらいですか。ご家族の貯金すべての合計金額でお答えください。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

問 27-1 あなたのご家庭の年収（税込）はいくらですか。問 27の合計金額をお書きください。 
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③中学２年生子ども 

中学２年生になると、スマートフォンの使用者数や使用時間が増えています。 

【中学生２年生回答】 
  
 
 
 
 
 
 
 
【小学生５年生回答】 

  
  
  
  
  
  
 

 中学生では、学習塾や家庭教師の利用状況について、週に２日が 27.3%、週に１回が 11.7%、

利用していないが 55.8%となっており、中学生になると利用が増えています。 

【中学生２年生回答】 

 
 
 
 
 
 

【小学生５年生回答】 

 
  
 
 
 

問 14 平日のスマートフォン・携帯電話の使用時間を教えてください（スマホやケータイゲー
ムのプレイ時間を含む）。 

問 29 あなたは、学習塾や家庭教師を利用していますか。利用している場合、１週間に何日利
用していますか。 
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④中学２年生保護者 

母親で働いていない割合は 6.6％でした。小学５年生と比較すると、勤務時間も長くなってい

ることがわかります。 

 
 
 
 
 
 
 

【中学生２年生保護者回答】 
 
 
 
 
 
 
【小学生５年生保護者回答】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

子どもを病院や歯科で受診させなかったことについては、「あった」と回答した割合は

26.0％でした。その理由としては、「仕事で連れて行く時間がなかった」が 70.0％で最も多

く、「お金がなかった」は 15.0％でした。 

 
 
 
 
 

問４ お子さんのお母さんの現在の働き方は次のどれにあてはまりますか。もっとも近いもの
１つに〇をつけてください。 

問 4-1 問４で１～７を選んだ方におうかがいします。お子さんのお母さんは１週間に平均
何時間、お仕事をしていますか。枠内に数字で回答してください（複数のお仕事をし
ている場合は合わせた時間数をお答えください）。 

問 11 過去１年間に、お子さん（きょうだいを含む）を病院や歯科で受診させた方がよ
いと思ったが、実際には受診させなかったことがありますか。 
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問 11-1 問 11で「１．あった」と回答した方におうかがいします。その理由は何ですか。
あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
教育を受けさせるためのお金については、「まったく目処はついていない」が 27.3％となっ

ています。 

 

 
 
 
 
 
 

家庭の年収については、「500～600万円」が 14.3％で最も多く、ついで「600～700 万円」で

9.1％となっています。250 万円未満は 14.3％でした。なお、「非課税世帯」は 10.4％でした。 
 
 
 
 

 

 

 

 

問 18-1 問 18 の教育を受けさせるための、お金の準備の状況はいかがですか。もっと
も近いもの１つに〇をつけてください。 

問 27-1 あなたのご家庭の年収（税込）はいくらですか。問 27 の合計金額をお書きく
ださい。 
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⑤高校２年生子ども 

 

 

お金を理由に進学を希望しないと回答したのは５人でした。 

①  進学に必要なお金のことが心配だから 
 
 
 
 

 

 

 

 

経済的にみた家の暮らしでは、「大変苦しい」は 4.0％、「やや苦しい」は 20.0％となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 高校２年生保護者 

 

高校卒業後の進路については、「専門学校」が 32.0％で最も多く、次いで「まだわからない」

が 24.0％、「就職」が 20.0％となっています。 

 
 
 
 
 

  

問 10-1 問 10 で「１．高校まで」と答えた方にお聞きします。その理由について、どれ
くらいあてはまりますか。 

問 23 経済的に（お金に関して）は、あなたの家の暮らしは、どれにあたると思いますか。 

問 19 お子さんの高校卒業後の進路についてはどのように考えていますか。あてはまるも
の１つに〇をつけてください。 
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家庭の年収については、250 万円未満は 16.0％でした。なお、「非課税世帯」は 12.0％でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 28-3 あなたのご家庭は、住民税非課税世帯ですか。 

 
 
 
 

 
 

 

問 28-1 あなたのご家庭の年収（税込）はいくらですか。問 28の合計金額をお書きください。 
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